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［論文］
はじめに
　パウル・ティリッヒ（Paul Tillich, 1886−1965）は1965年に、マーティン・ルーサー・ キング・ジュニア
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　キングは、「非暴力への遍歴」（Pilgrimage to nonviolence）という一文を、『自由への大いなる歩み』（M. 
L. King, Jr., Stride Toward Freedom, the Montgomery Story, 1958）の第 6 章と、説教集『汝の敵を愛せよ』
（M. L. King, Jr., Strength to Love, 1963）の最後に記載している。両方ともキングが自らの思想的遍歴を語っ
たもので、キング研究においては非常に重要な文章である。しかしながら、両者は、題名は同じではある
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　このように、（ 1 ）と（ 2 ）の間には 5 年間の隔たりがあるが、その間、キングは改めてティリッヒに、
そしてその実存主義思想に注目するようになったのである。われわれはそこに、キングのティリッヒに対


































① M. L. King, Jr., Stride Toward Freedom
② Paul Tillich, Systematic Theology, vol. I, II
③ George Buttrick, The Parables of Jesus
④ E. S. Jones, Mahatma Gandhi, Horns and Halo
⑤ Increasing Your Word Power
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ングは上述の「非暴力への遍歴」（ 1 ）の中で、「［クローザー］神学校の最後の年の間に［1950年 9 月か
ら1951年 5 月（21歳から22歳）］、ぼくはラインホールド・ニーバーの著作をよみはじめた」と語っている。
そしてまた、ボストン大学大学院の時代には、ハロルド・ディウォルフの授業で「ラインホールド・ニー
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